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バナナの輸入時にどのように低温輸送されるかご存知ですか？
実は、ダイキン製の海上コンテナ用冷凍機が皆さんの食卓へ
新鮮な食品をお届けするお手伝いをしているんです！

海上コンテナ用冷凍機の歴史

コンテナ用冷凍機は、海上輸送の
過酷な環境に耐え、かつ幅広い
ニーズに合わせて庫内設定温度を
－30℃～＋30℃まで0.1℃刻み
で変更でき、設定温度に対して1℃
の幅で制御する仕様となっておりま
す。定速機とインバータ圧縮機の
2シリーズのラインナップがあります。
※運転可能範囲は－30℃～＋50℃ですが
運転音が大きい（約80dB）ため、陸上の
定置用途では一般的ではありません。

海上コンテナ用冷凍機、Active CAユニットの詳細はカタログ参照！

差別化技術「Active CA＊」
装置(オプション)で酸素濃度
を低減し、青果物の呼吸作
用を抑制して鮮度保持が
可能です。

庫内温度制御 更なる鮮度保持技術

ダイキン製の海上コンテナ用冷凍機は製造開始から
50年以上の歴史があります。機器は船会社様やリース会社様へご販売
しており、DCインバータ圧縮機やActive CAなどの差別化技術提案が
奏功して現在シェア拡大中です。

ダイキン1号機発売 中国・蘇州に工場を設立
（販売台数累計20万台）

世界初DCインバータ
圧縮機搭載機を発売

＊CA：Controlled Atmosphereの略

1号機は日本郵船様にご販売

＜CA輸送の代表的な青果物＞
アボカド、バナナなど

CAポンプユニット

ZeSTIAシリーズ

Active CAを
発売

※コンテナボックスは弊社では製造を行っておりません。
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DAIKIN Active CA さまざまなカーゴを、より新鮮に。
空気組成制御技術で鮮度を保ちます。

新鮮なまま荷卸地まで。
鮮度保持の常識が変わります。

Active CA 技術が
コンテナの鮮度保持輸送を変えます 庫内の酸素濃度を5%にまですばやく低減 湿度を保持

陽圧式による高い気密性

負圧

負圧

他のCA
CA（Controlled Atmosphere）とは？

幅広いカーゴの種類に対応

青果物は呼吸により熟成が促進され、鮮度が低下
します。

コンテナ内に窒素を充填させることにより
庫内の酸素濃度を調整します

生鮮食品の呼吸

ダイキンは独自の空気組成制御技術で庫内を最適な環境に保ちます

輸送距離を問わない
鮮度保持を実現

「もっと新鮮に」をDAIKIN Active CAで

・湿度を保持することにより品質を維持します。
・到着地での目減りを抑制します。

・陽圧状態を維持して外気の浸入を防止します。
・最適なCA環境維持と確実な温度コントロールを行います。

庫外に左右されない庫内環境を提供します。

陽圧

陽圧

DAIKIN Active CA
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カーゴ自体の呼吸量に依存するPassive型と違い、Daikin 
Active CAは外気から窒素ガスを生成し、コンテナ内に充填
することで酸素濃度と二酸化炭素濃度を最適にコントロー
ルし、カーゴの鮮度を維持できる庫内環境を提供します。

DAIKIN Active CAなら、呼吸量の少ない
葉物野菜から呼吸量の多いアボカドや
バナナまで、幅広い種類のカーゴを
収穫時の鮮度を維持したまま
輸送できます。
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DAIKIN Active CAで
新鮮なものを新鮮なままで

吸着筒エアポンプキット
• エアポンプ
• エアポンプモーター
• コントロールバルブ
• 吸着筒
• プリント基板

センサーボックス
• O2センサー
• CO2センサー

ZESTIAシリーズ LXE シリーズ

外気

酸素

酸素と二酸化炭素
を外へ放出

コンテナへ窒素を供給

窒素

加圧されるとゼオライト
は窒素ガスを吸着し、酸
素と二酸化炭素が放出
されます

ゼオライトN2

N2

減圧されると窒素ガ
スはゼオライトから脱
着され、コンテナ内に
充填されます

DAIKIN Active CA

http://www.daikinreefer.com
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